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山根一仁さん/上野通明さん応援レポート
ホテルオークラ東京 本館フィナーレ コンサート

2015年８月31日（月）
ホテルオークラ東京（東京・港区）

ホテルオークラ本館 フィナーレを飾るコンサート

ホテルオークラ東京。
1962年の開業以来「世界をもてなすホテル」
として数多くのゲストを迎えてきた。

皆から愛され、高く賞賛されてきた、日本を
代表する名ホテル。

その本館が建て替えられることになり、この
８月31日に最終日を迎えた。

最終日に開催された、「ホテルオークラ 本
館ファイナルコンサート」、
メインロビーを会場に、

ホテルオークラ本館のグランドフィナーレを
飾るセレモニー・コンサートとなる。

ホテルオークラのメインロビーでは、1987年

から毎月、若手音楽家によるロビー・コン
サートが開催されてきた。

ホテルオークラのメセナ活動の一環として続
けられてきたこのコンサート、
その最終回、346回目を、

山根さんのヴァイオリンと上野さんのチェロ
が飾る。

ホテルオークラ東京 本館営業最終日の姿

ロビーには溢れかえる多くの人々。開演待ちの輪
が幾重にも重なる。

オークラ本館の姿をおさめようと、あちらこちらで
聞こえるシャッター音。
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ソリスト８名、オークラ本館最期を飾る競演＆協演

山根さん、上野さんのほか、ヴァイオリンとチェロの
ソリスト全８名によるソロ演奏、ラストには８名全員
によるアンサンブルというプログラム構成。

チェリストの一番手として登場した上野さん、
フレスコバルディの「トッカータ」を情感たっ
ぷりに弾きあげる。伸びやかでゆったりとし
た音色が館内をやさしく包む。

山根さんは６番目に登場。サラサーテの
「カルメン幻想曲」を自在に表現する。艶や
かで華やかな演奏が館内の空気を圧倒し
ていく。

目を上げると、凄い数の報道関係者。
舞台に向けられたカメラの放列。
通常のコンサートとはずいぶんと様子が異なる。

一夜限りの特別なひとときが始まる。
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52年の歴史を若き演奏家たちが締めくくる！

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

山根さん、上野さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

ホテルオークラ本館、その52年の想

い出と希望を載せたラストコンサート、
若き演奏家達が見事に飾ってくれた。

さようなら、ホテルオークラ本館。
2019年の新たな姿を楽しみに。

ラストには、2011年よりこのコンサートを監修され
てきた大友直人さんが、指揮者としてご登場。

全員によるアンサンブル、

ロッシーニ「弦楽のためのソナタ第１番より第１楽
章、第３楽章」が奏でられた。
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【当日配布プログラム（表紙・裏表紙）】
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【当日配布プログラム（１・２ページ）】


